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ICT分野における新規産業分野の創出のための
研究開発基盤の改革の必要性

－ 研究成果はなぜ事業化されないのか？

－ 要素還元主義・改良型研究からの脱却

－ 要素・デバイスと独創的システムの統合

－ 課題解決型だけでは、日本は救えない

－ 世界に通じる独創的システムの創生

－ デバイス技術とシステム技術の真の融合
－ 高速ビジョンとその応用展開
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独創性の本質－ 真の独創性が問われる時代

科学技術の構造が変わった
真理の探究から価値の創造へ

未来の価値は社会が決める
社会受容性を意識した研究開発へ

・アナリシス:実証主義的帰納法に加え､シンセシス: 構成的仮説演繹法を導入した双対構造へ
・キャッチアップ体質から脱却し､問題を解く科学から､新たな社会的価値を創造する科学へ
・科学技術の短命化･多様化･複雑化､自前主義から脱却: = 技術導入の時代､国際競争力の強化

問題点1 : 科学技術の構造の変化についてこられない
→ 従来の技術やニーズの延長上でしか評価していないし、それ以外の対応ができない．
→ 未来のニーズを把握できない．課題解決では、ものは作れても新たな価値は作れない．
→ 今だにリニアモデルにしがみつき、行き過ぎた要素還元主義以外に手段がない．
→ もはや｢大学が基礎で、企業が応用｣の時代ではない．構想力不足から生まれる消極性．
→ 旧来の知的生産、特に改良中心のスキームやPDCAサイクル等から脱却できていない．

問題点2 : 真の独創性に対する理解不足が招く、科学技術の停滞
→ 課題解決型も含め、与えられたディシプリンの深化だけでは新規分野は創出できない．
→ 知識をいくら集めても真の独創性は得られない（知識集約型から知能集約型へ）．
→ ブレークスルーとイノベーションの混同 ＝ よい要素技術は活用されるという妄想！
→ 既存マーケットの枠内での改良は、限られた利益の奪い合いになっている悲哀．
→ 独創性のない研究開発戦略からは、キャッチアップの成果しか生まれない．

問題点3 : 開発リスクを取らないから真の独創性は生まれない
→ 研究段階では社会的価値は見えない（価値が見えるようであれば、独創性は低い）．
→ 研究開発が投資的行為（独創性は多くの失敗を招く）＝リスクであることへの無策．
→ リスク分散、研究開発投資の効率化等に対する手段を持たず、死の谷を克服できない．
→ イノベーションを標榜しても、具体策がなければ新規産業分野は生まれない

問題点4 : 研究者の社会受容性に対する感度不足と事業化スキームへの無関心
→ オープンイノベーションに対応しきれておらず、社会の知能を活用する手段がない．
→ 事業化スキームの経験不足から来る事業化に対する構想力不足がもたらす消極性．
→ 現状のニーズを分析してテーマを設定し、それに合った技術を開発してしまう悲哀！
→ マーケットドリブン以外のスキームを持っていない．出口の見えない出口戦略！
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→ 論文や特許が出ただけで、｢優
れた研究成果｣としていないか？

→ 予算を配れば、一定の成果は必
ず出ると考えていないか？

→ 効果的な事業化の実現手段（シ
ナリオ）を構想しているか？

→ マーケットがない技術、欧米に
競争相手がいない事業、科学技
術基本計画にない分野を推進で
きるか？

→ 行き過ぎた重点化で多様性を失
っていないか？

→ 日本で、Google、Facebook、
Cisco、Oracle等を排出できる
か？ そのためのスキームを社
会が持っているか？

→ 政策・経営上の施策と現場の乖
離はないか？現場の意識変革は
進んでいるか？

→ 外国 (欧米、韓国、台湾、中国
等)の事業化攻勢に勝てるか？

・課題解決型ではなく、社会受容性を意識したシステム価値創造型研究開発の積極的推進
・知的生産のリスクマネジメント手法、特に日本型テクノロジーファイナンスの確立
・新技術・新規産業分野創出に向けた研究開発の構造的改革と持続的発展のための環境整備
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価値創造のための研究開発戦略－今､何をすべきか？

構造的なリスクテイクをベースに独創的な発想の重視
→ システム価値創造につながる豊かな発想の研究者像と社会基盤の確立

戦略1 : 社会受容性に基づくシステム価値を意識した研究の積極的推進
→ 自前主義から脱却し、分野間の融合や技術導入による独創的な新規分野の開拓
→ 課題解決型ではなく、社会受容性を意識したシステム価値創造型研究開発の推進
→ 抽象的な構想ではなく、具体的なシステム価値や事業化構想に基づく評価の導入
→ 政策としても、要素還元主義からの脱却、システム価値・構想力の重視への変革

戦略2 : 知的生産のマネジメント、特に日本型テクノロジーファイナンスの確立
→ 自前主義を排した、技術導入・共同研究による研究開発投資とリスクの分散化の推進
→ 独創的研究のリスク分散に向けた、大学・公的機関(＝国の公的研究投資)の有効活用
→ 研究開発と事業化のギャップを埋める公的ファイナンスの実現とその投資基準の改革
→ 正当な失敗を見分け、チャレンジを続ける積極的なリスクマネジメント基盤の確立
→ ファイナンス、研究者の立場、解散時価値に配慮したリスクテイクの構造の確立

戦略３ : 新技術・新規産業分野創出に向けた構造的改革と環境整備
→ 新規産業分野を柱として、新規の雇用・技術人材を生み出す持続可能な構造の確立
→ マーケットを持たない技術の価値評価、解散時価値の適正化、研究に市場原理の導入
→ 新規スキーム（ベンチャー活用、クラウドファンディング、信託等）の積極的導入
→ 積極的知財戦略、国際競争力強化、社会知能の活用、ギャップファンド、税制優遇等

戦略4 : 事業化シナリオ重視の政策と課題設定
→ 行き過ぎた重点分野指定の弊害としての多様性の欠如からの脱却＝多様性の維持
→ 要素還元主義、課題解決型ではないシナリオ＝独創的応用システムの具体的イメージ
→ 抽象的課題、ユーザーシナリオ（社会受容性）、システムデザイン、仕様の一体化

現状認識 －なぜ研究成果は事業化されないのか？
膨大な国費が研究開発に投下されている(平成23年度約4.7兆円)が、その多くが事業化に至っていない．
⇒ 研究開発投資(国費)は、うまく活用されていない．応用されなかった研究成果は山ほどある．

→ ｢ナノテクノロジー｣、｢材料・
デバイス｣､ ｢安全安心｣は､具体
的デザインがなく、研究者の解
釈任せになっていて、政策誘導
になっていない．

→ 例えば、｢安全安心のためのデ
バイス技術の開発｣は、誤謬が
あり、具体策が伴わず、マー
ケットは開拓できない．安全安
心なんて誰でも言える．

→ 必要なのは、具体性を持ったデ
ザインとそれに基づくスペック
で、そこに価値がある．今まで
その価値をないがしろににして
きた．

→ 日本のデバイス技術は応用開発
を怠っており、与えられた用途
だけでは市場は立ち上がらない．

→ 事業化の観点で何の成果も出て
いない、食い逃げの研究テーマ
が多すぎる．

→ 新規性のない施策から､新規市場
はイノベーションは起こらない
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研究成果の多様な事業化スキームと全体構造

知財処理
※現在、大学等
は知財予算が
枯渇→費用
負担困難

知財信託
※期待されたが、
運用方法が確定
せず頓挫

論文等
で公開

科学技術の進歩、
共通知識基盤、
社会貢献等

社会の共通知識

※ ｢知財｣には、ノウハウ等も
含まれる．

技術移転不要または困難（財産価値が低いため）

ロイヤリティ

※共願特許契約
＝不実施機関
として対応

知財契約
死蔵

※出資条件: プロトタイプの存
在､マーケットの存在､要求
仕様の確定､BS･PLの状況

知財が確保された
研究成果

企
業
収
益

の
改
善

国
家
予
算

バイドール
適用

大学等における
研究開発

基盤的な研究
シーズの開拓

ニーズの開拓

独創的な成果

ニーズ

技術移転 民間企業との
共同研究

事業化の研究

知財が確保された
研究成果

新規あるいは潜在
マーケット主体
VB､一部既存企業

事業評価
リスクマネジメント
マーケットの開拓

事業化

ベンチャー
キャピタル

ベンチャー
(VB) 起業

新規産業創成

出資

キャピタルゲイン

※SO等による
対価の支払

知財契約

対価

技術移転
既存あるいは顕在
マーケット主体
既存企業､一部VB

事業評価
マーケッタビリティ
比較優位性の評価

※事業化されない
場合、死蔵や精
算の対策が必要．
パテントトロー
ル対策も必要．

協調と競合に
よる相乗効果．
M&Aも視野に．

独創性と
社会受容性

・全体のバランスが重要

・分野によってバランス
や時定数が異なる

・政策はこの全体像に対
する寄与を明示すべき
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※一部は、
特許法30条
で保護

ニーズ

技術移転

※適切な対価の
支払いの責務

精算

キャピタルゲイン

事業
利益

国
家
予
算

税金

新
規
産
業
分
野
の
創
出

企
業
収
益
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン

国
家
予
算

税金
事業
利益

雇
用
機
会
の
創
出

※SO等による対価の支払

投
資
に
よ
る
産
業

育
成
基
盤
の
確
立

※マーケット開拓の
ノウハウの蓄積

社会受容性の観点に立った研究成果の評価と積極的事業化施策
投下した科学技術予算の幅広い観点からの回収モデルの確立

今、必要なのは →
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新産業分野創出の力－諸外国と何が違うのか？－
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日本はどのような
スキームを目指し
ていくべきか？

大 学

研 究

国
家
予
算

バイドール適用

新産業・新分野
新規マーケット

既存産業
既存マーケット

台湾・中国

VLSI, EMS, コン
ピュータ, ロボッ
ト等への集中投資

国家予算集中投資

日 本

既存ＶＣ･･･×
既存企業･･･×
エンゼル･･･×

？

韓 国

サムソン等の豊
富な資金による
積極的投資

財閥系企業投資

米 国

エンゼル, VC等
の積極的な投資

プライベート
セクター投資

日本の既存ＶＣ
既存企業等

このステージへの
支援を誰が担うのか？

誰かが生み出した分野
のキャッチアップ・相
乗りでよいのか？

投資

x1 x2 xn Σxi

回収

α1 α2 αn Σαi

必要年数 yi

通常VC yi≦10年

投資成功最低条件

Σ xi＜ Σ αi

Ａ1 Ａ2 Ａn

研究開発投資の
ファイナンスモデル

研究
成果

国費原資
研究予算
投下

事業化
計画

事業
EXIT

事業
計画

yi

事業期間

≦10年

事業化
投資 xi

資金
回収αi

投資判断→

注意：プロジェクトファイナンスでも同様
回収方法は多様化（IPO, M&A等）

ソフトウェア･ネットビジネス 機械･デバイス
→ １件あたりの xiが小さいので、 → 製造コスト､材料コストの面

nを大きくできる． で､ xi に対してαiが小さい．

バイオ・製薬 ロボット
→ １件あたりの xiは大きいが、 → yiが長く､ xiが大きい
αiも大きいと期待できる．
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ICT研究開発の在り方への提言

蛇足 ｢研究｣の定義（広辞苑）： ｢研究｣＝｢よく調べて考えて真理を究めること｣

→ ｢よく調べて考えて真理を究めること及び新しい価値を創造すること｣と変えたい！

新しい研究開発の在り方への提言（再）

要素還元主義からの脱却
・要素研究者やデバイス研究者は、要素技術を活かしたシステムの価値の最初の表現者であるべき．
・｢よい要素技術は誰かが使ってくれる｣とか、｢ロードマップ上で、競争相手に性能で勝てば売れる｣という妄想からの脱却

帰納的思考から演繹的思考へ
・システム研究者は、システムの価値を実現するための要素技術の仕様の最初の表現者であるべき
・｢マーケットがないものは売れない｣､｢リスクがあるものに研究開発投資はできない｣というマニュアル的思考からの脱却

→ 抽象ニーズだけでなく、具体的システム構成、要素技術(デバイス等)の全てのレベルで独創性追求
→ 社会受容性を意識した独創的研究開発課題の設定、事業化シナリオの重視
→ 構造的なリスクテイクをベースに独創的な発想システム価値創造につながる豊かな発想

海外企業との共同研究等の現実（我々の研究室の例） 日本の大手企業とは考え方が違う！
→ それぞれの応用分野で世界最大規模の米国大手企業4社、独大手企業1社、米国ベンチャー1社と実施または協議中．
→ 中国・韓国・台湾企業や研究機関からの迅速かつ挑戦的な問い合わせ．断っても、詳細まで調査を掛けてくる．
→ 外国有名大学・企業からの問い合わせや講演・打ち合わせ依頼等は日常的．多くは応用可能性のチェックと開拓．
→ 研究成果集のダウンロード数（年間1万回以上）やYouTubeの再生数（累積1,200万回以上）の多くは、外国から．

研究成果にも市場原理が働く現実（我々の研究室の例）条件が悪ければ共同研究は生まれない！
→ ある研究成果に10社以上のオファーがあり、条件が最もよかった１社に絞った．近々、実用化される予定．
→ 条件だけ見ると、日本の企業の条件は魅力的でない．条件が悪いので、研究意欲もわきにくく、成果も出にくい．
→ 起業した方が、規模は小さくなる可能性はあるが、事業化の可能性が高くなる場合も多い．戦略は、分野ごとに大きく異なる．

高速ビジョンとその応用研究の現場から
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